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研究成果の概要（和文）：本研究は，青年期におけるアイデンティティの形成プロセスを，「関係性の観点」と
呼ばれる，他者との相互作用のあり方から解明することを目的とした。研究１では，アイデンティティ形成が本
格化する10代終わりから20代初めの大学生を対象に，彼らにとって身近で重要な他者である仲間との対話や討論
を通して，どのようにアイデンティティが構築されていくのかをリアルタイムで記述し，その機序を明らかにし
た。研究２では，青年のアイデンティティ形成において関係性が重要であることが，文化をこえて認められるか
どうか検討した。それにより，関係性が，アイデンティティ形成の機序を解明する普遍的な観点として機能する
ことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to unravel the process of identity formation in adolescence
 from the viewpoint of relatedness. Here, we defined relatedness as the ways in which individuals 
interact with others in their identity exploration. First, we conducted a short-term longitudinal 
study with university students in Japan and observed how these students constructed their own 
identities through discussions with their peers. We analyzed the data particularly focusing on 
getting insights into the mechanisms involved in the process of identity formation. Second, we 
conducted a comparative study to examine as to if and how the relatedness is important in the 
process of identity formation. This second study used adolescents in Japan and the Netherlands. In 
doing so, we intended to demonstrate that relatedness works as a mechanism of identity formation in 
both Western and non-Western cultural contexts.
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１．研究開始当初の背景 
⑴ 青年期の若者にとって，自分がどのよう
な人間で，この社会の中で何をして生きて行
くのかを模索し決定すること，すなわちアイ
デンティティの形成は重要な発達課題であ
る。しかし，アイデンティティがどのような
道筋・機序で形成されるのかについて，研究
の歴史は始まったばかりである。これまでに，
比較的大規模な縦断研究によって 10 代から
20 代初めにわたるアイデンティティの状態
の変化が明らかにされるなど大きな進展を
見せている（Meeus et al., 2010）。ところ
がこれらの研究は，アイデンティティの類型
（アイデンティティの状態を４種類に分類
したもので，「アイデンティティ・ステイタ
ス」と呼ばれる）に焦点を当て，青年が時間
と共にどの類型からどの類型へと変わるの
かを捉えているものの，発達的に最も重要な
問題，つまりある類型から別の類型へと，な
ぜ，どのようにして変化が起こるのかという
機序の解明には取組んでいない。この問題に
切り込むには，個人レベルの青年に焦点を当
て，日常的な文脈とどのように関わりながら
アイデンティティ形成をしていくのかを精
緻に記述しなければならない。そのようなア
プローチの１つとして有力視されているの
がダイナミック・システムズ・アプローチ
（DSA）である。既にオランダの研究グルー
プがDSAによるアイデンティティ発達の機序
を検討し始めており（Bosma & Kunnen, 2008; 
Kunnen, 2012），申請者もこの 10 年ほど本
法を勉強してきた。ただ，DSA を独習するこ
とは大変難しく，実際の研究に適用すること
が十分にできなかった。このたび，2014 年に
日本発達心理学会国際ワークショップに
Bosma，Kunnen 両博士を講師として招聘し，
申請者はそのホストを務めながら実際的に
学ぶ機会を得るなど，本法を実際の研究に適
用する素地が整った。そこで本研究を科研費
事業として申請し，青年が日常的な文脈，と
りわけ他者との相互作用という視点を通し
て，アイデンティティを形成するプロセスを，
その機序も含めて解明する取り組みを本格
的に開始することとした。 
 
⑵ アイデンティティの形成プロセスを明ら
かにするうえで，他者との相互作用という観
点が重要であることについては（以下，これ
を「関係性の視点」と呼ぶ），申請者はこれ
までの研究である程度明らかにしてきた。欧
米の研究者もこの視点を重視している
（Schachter & Marshall, 2010）。しかし一
方で，普遍的なアイデンティティ形成の機序
として申請者が提唱した関係性という観点
が，集団や他者との調和を重んずる日本文化
（あるいは東洋文化）に顕著なものとして理
解されているという現状がある（例えば
Phinney & Baldelomar, 2011 のレビューの中
での申請者の研究の位置づけではそれが明
らかである）。実際，理論的に検討すると，

個人の独自性や達成の強調を発達の目標と
する欧米文化におけるアイデンティティ形
成と我が国におけるそれとでは，形成プロセ
スで他者をどのように利用し，その視点をど
う取り込むのかが異なる可能性も否定でき
ない。そこで，関係性が文化をこえてアイデ
ンティティ形成の根底をなす中核的なプロ
セスであることを確認する，いわば外濠を埋
める研究が必要となる。 
 
２．研究の目的 
本研究は，青年期におけるアイデンティティ
の形成プロセスを，他者との相互作用のあり
方（関係性の観点）から解明することを目的
とする。アイデンティティ形成が本格化する
10代終わりから 20代初めの大学生を対象に，
彼らにとって身近で重要な他者である仲間
との対話や討論を通して，どのようにアイデ
ンティティが構築されていくのかをリアル
タイムで記述し，その機序を明らかにする。
加えて，青年のアイデンティティ形成におい
て関係性が重要であることが，文化をこえて
認められるかどうかも検討する。それにより，
関係性が，アイデンティティ形成の機序を解
明する普遍的な観点として機能することを
明らかにする。具体的な研究目的は，以下の
２点である。 

 
⑴ 研究１：他者との相互作用からアイデン
ティティがどのようにして構築されるのか
を検討する。アイデンティティの形成は年単
位で進むが，その長期的なプロセスを支えて
いるのは，より短い時間で展開される個人と
文脈との相互作用である。この相互作用の重
要な１つとして，青年と仲間との会話に着目
する。 
 
⑵ 研究２：関係性という観点が，アイデン
ティティ形成の中核的なプロセスの解明に
おいて，文化をこえて機能しうるのかを確認
する。日本人青年と，個人主義的，相互独立
的自己観の優勢な文化圏にあるオランダ人
青年とを比較し，関係性のあり方にどのよう
な共通性や差異があるのかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 
⑴ 他者との相互作用を通したアイデンティ
ティ形成プロセスの検討（研究１） 
同一の青年群を対象に，彼らがアイデンティ
ティに関する話題について議論を行う場面
を設定し，そこでの会話をデータとすること
で，個々の青年がアイデンティティ形成にお
いて他者の視点をどのように認識し，利用し，
取り入れながら，自己の視点とすりあわせ，
統合し，アイデンティティとして結実させて
いくのかを明らかにする。データの収集と分
析の観点としてダイナミック・システムズ・
アプローチ（DSA）を用いる。DSA では，明ら
かにしたい心理現象を“時間と伴に変化する
システム”として理解する。本研究では関係



性の観点から見たアイデンティティをひと
つのシステムと捉え，まず，システムの時間
に伴う変化を全体的に査定する。加えて，会
話の展開の中で，このシステムを構成する要
素（会話に見られるコミュニケーションの諸
パターン：共感，対立など）がどのように関
連し合い，またその関連が時間と共にどのよ
うに変化していくのかを検討する。 
 
⑵ 異なる文化的文脈における「関係性」の
共通性と差異の検討（研究２） 
アイデンティティ形成の途上で（具体的には
アイデンティティを探求する際に）青年が重
要な他者の視点を認識し，利用し，自らの視
点に協応させていく程度や仕方にはいくつ
かのレベルがあることが分かっている。これ
らは，研究１において関係性のシステム全体
を査定する際にも用いられる。しかし，これ
らのレベルは，申請者が日本人青年を対象と
して見いだしたものであるため，個人と他者
や集団との協調的関係を重視する集団主義
（Triandis, 1995）や，そうした文化で優勢
な相互協調的自己観（Markus & Kitayama, 
2010）に特有な視点である可能性を否定でき
ない。したがって，日本人青年と，個人主義
的，相互独立的自己観の優勢な文化圏の青年
とを比較し，関係性のあり方にどのような共
通性や差異があるのかを明らかにするため
の調査を行う。個人主義的文化の青年として
は，オランダ人青年を対象とする。 
 
４．研究成果 
⑴ 平成 27 年度 
① 研究 1 の準備:ダイナミック・システム
ズ・アプローチの視点を取り入れ，他者と
の相互作用を通してアイデンティティが 構
築されるしくみを検討するための理論的枠
組みと方法の策定を行った。具体的には，(a)
システム全体(関係性の視点から見たアイデ
ンティティ)，(b)構成要素(コミュニケーシ
ョンに表れる自己と他者の視点の協応の仕
方)の概念的な関係を整理する作業を行った。  
② 研究 1のデータ収集:日本人大学生 12 名
を対象に，9週間(約 3ヶ月)，3名でのグルー
プ・ディスカッションの場を設定し，アイデ
ンティティに関する話題に関する討議(会
話)の内容を記録する。話題は，大学生にと
って重要な学業，恋愛，将来・進路とした。 
 
⑵ 平成 28 年度 
① 研究 1 のデータ分析：討論期間の最初と
最後に査定される関係性については，(a)ア
イデンティティの領域ごとに，準備段階で
策 定された評定基準に基づき各対象者のレ
ベルを評定，(b)事前から事後にかけてのレ
ベル変化に着目して，対象者をレベル上昇，
安定，下降群に分類，(c)上昇群の各対象者に
注目して，仲間との間で交わされたコミュ
ニケーション・パターンの変化，パターン
間の関連の変化，及び情動の変化との関連

を検討，(d)関係性のレベルの安定群，下降
群についても同様の分析を行い，アイデン
ティティ・システムの変化（あるいは安定）
が，いかなるコミュニケーション・パター
ンの変化（安定）によって説明されるのかを
明らかにする作業を行った。 
②  関係性を捉える方法の日本版・オランダ
版の作成と整備（研究 2の準備）：研究 1で用
いた「関係性のレベル 」及び「コミュニケ
ーション・パターン」が，アイデンティテ
ィ形成の機序を検討するうえである程 度 の
普遍性 を持つ指標であることを確認するた
め，同じ方法，カテゴリーを日本人青年と
オランダ人青年の両方に適用するための手
法について策定する作業を行った。  
 
⑶ 平成 29 年度 
研究２の準備：日本とオランダの大学生各 
30 名を対象に，関係性を捉える面接を実施
し，(a)関係性のレベルの分類と分布，(b)ア
イデンティティを探求する過程での自 己 と
他者の視点の協応の仕方の特徴のそれぞれ
について，まず日本人青年を分析した後
に，同じ分析をオランダ人青年に適用し，共
通性と差異を検討することとした。 しかし，
両国で実施する面接法と分析の観点につい
て検討を行う途上で，特に分析の観点につ
いて様々な克服すべき課題が見出されたこ
とから非常 に時間が費やされ，準備の途上
で年度を終えることとなった。そのため，実
施に関しては本補助金終了後も引き続き，
申請者が再度オランダを訪問して行うこと
となった。  
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